	基本操作－４７
	人工蘇生器の取扱い
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	ポイント

	
	1 救急蘇生はただちに安全な場所で始めなければならない。

2 人工蘇生器を使用に際して支障になる症状等の指定はない。

　出典：防災指針Ⅵ－１(1968)圧縮酸素日本化学会編

○油脂類が付着しないよう器具を取扱う。爆発防止
(1) 圧力調整器でＡＤＵＬＴ(成人用)に設定するとボンベ圧力１０MPａ時 0.3±0.02ＭＰａへ減圧。

乳幼児側0.25±0.02ＭＰａへ減圧

ＦＡＳＴ＝成人 50㍑/mｉｎ

SLOW＝乳幼児40㍑/mｉｎ

(3)ボンベ圧力9.8MPａ圧力調整器・テストパック等その他の機種を使用する場合は、「取扱説明書」を参照する。

　(4)　ＡＤＵＬＴ＝ＦＡＳＴ表示側(成人用)に設定しておくと酸素濃度が５０％に固定される。ＳＬＯＷ側は乳幼児用で酸素１００％（免疫ない為）   

(5)患者の処置でﾈｸﾀｲ、胸部のボタン等を緩める。

参考；

中央労働災害防止協会 労働省労働衛生課編

「新 酸素欠乏危険作業主任者テキスト」
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エアウェイ





蘇生用マスク





テストパック
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自発呼吸が有るか





舌根沈下が有るか？





患者を仰向けに寝かせる





患者のアゴを持ち上げて気道を確保する





口腔、鼻腔内に異物粘液等があれば吸引器で除去する





終  了
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マスクを顔より１ｃｍ程度離し自発呼吸に酸素を供給する





自発呼吸が盛んになったことを確認する





マスクを鼻、口にあて完全に塞ぐようにし蘇生を開始する
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自動呼吸器にテストパックを取付け正常に自動で作動するか確認する





圧力が規定圧力以上あることを確認する。ボンベ出口の圧力調整器がアダルト設定になっていることを確認する
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元バルブを開ける





酸素ボンベと圧力調整器の接続確認もしくは接続する
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エアーウェイを使い舌根沈下を防止し気道を確保する。
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いいえ
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